	ニット製品製造業


近年、ニット業界は厳しい状態が続いているが、29年は天候が順調に推移したこともあり、市場は比較的堅調に推移し、30年に入ってもその傾向が続いている。その結果、工場の稼動が順調な企業もみられるが、国内企業への発注は必ずしも増加しているとはいえず、先行きの見通しの厳しさから廃業の動きは続いている。今後は、市場の成熟化が進んでいることもあり、新たなニーズへの対応力、提案力が重要なポイントになるとの話が聞かれた。
業界の概要

ニットとは、編物のことを意味し、編立方式の違いにより、縦糸を左右の糸に絡ませループを縦方向に形成する経（たて）編と一本の糸で横方向にループを形成する緯（よこ）編に分類される。さらに緯編は、円運動により編目を形成する丸編と往復運動による横編に分類される。それぞれの代表的な衣類製品は、経編がランジェリー、シューズ等、横編がセーター類等、丸編が肌着、Ｔシャツ、トレーナー等となっており、他に産業資材としての用途もある。主な生産工程は、糸仕入→生地編立→縫製（リンキング）→仕上・加工→検査→出荷となっている。また、横編は、一着丸ごと編み立てる無縫製編技術の普及も進んでいる。
ニット製品業界は、編立業者、縫製業者、一貫生産メーカーに大きく分けられ、一貫生産メーカーであるニットメーカーやアパレルメーカーと問屋、商社などが商品企画開発を行い、社内加工と専門加工業者への委託で生産を行う形態が中心となっている。販売ルートは、問屋を通じて小売店に販売されるルートとニットメーカーなどが通信販売業者や量販店、ＳＰＡ（Speciality Store Retailer of Private Label Apparel　製造小売業）業者向けに直接販売するルートがあり、近年後者の占める割合が増加している。
大阪の特徴

　大阪では、明治時代以降、軍需対応で丸編ニット産地を形成し、肌着や靴下などを生産していたが、戦後のカジュアル化の進展に伴い、府内南部地域を中心に横編ニット産業も発展した。

　平成26年における大阪のニット製品製造業は、事業所数でニット生地製造業30、ニット製外衣・シャツ製造業114、ニット製下着製造業15、従業者数は同296人、1,053人、262人、製造品出荷額等は同45億7,400万円、145億4,300万円、292億7,100万円となっている。（経済産業省『平成26年工業統計表（産業編）（細分類）』従業者４人以上）。
大阪府のシェアは、ニット製寝着類が全国１位、横編ニット生地（半製品を含む）、ニット製上衣・コート類（ブレザー、ジャンパー等を含む）、ニット製幼児用外衣、ニット製成人男子・少年用セーター・カーディガン・ベスト類、ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類、ニット製肌着が２位の地位を占めており、現在でも全国有数のニット産地であるといえる（経済産業省『平成27年経済センサス活動調査（品目編）』、従業者４人以上）。

市場は比較的堅調も受注は厳しい
　ニット業界は、ここ数年市場規模の縮小基調が続いており、平成28年は天候不順の影響などから厳しい状況となっていたが、平成29年はその反動や、年間を通じて気候が順調に推移したこともあり、比較的堅調な動きとなっている。しかし、前年の在庫の影響もあり、国内製造業者への受注水準は高くはなかった。30年に入っても寒さが長引いたことから秋冬物は順調も、春夏物の立ち上がりが遅れた。３月後半以降の気温上昇によって動きがみられるが、不透明感があるとの意見が聞かれた。

一方で、インバウンド需要に関しては、売上増加への直接的な影響は聞かれなかったが、店頭への来店客数は増加しており、日本製の商品を求める顧客への販売につながる部分もでてきている。
商品別では、特別なヒット商品はなく、セーターやカーディガン、Tシャツ、トレーナーなど定番商品を中心に比較的堅調に推移しているとの話があった。また、化繊の機能性素材に加えて、天然素材、中でもカシミヤなど高級素材を使った商品へのニーズが高まっており、素材感や品質が評価されれば販売につながっているとの声もあった。
肌着関係は、ここ数年、速乾や発熱、防臭・抗菌などの機能面で特徴を有する商品の普及が進んでおり、現在も一定の需要はあるが、さらに新たな提案が難しく、環境は厳しいとの話があった。
また、流通別では、国内小売市場は盛り上がりに欠ける中、ＷＥＢ通販等のダイレクトマーケティングが堅調との話も聞かれた。
国内生産は二極化
　ニット市場は、近年輸入品のシェアが高く、国内生産は厳しい状況が続いている。近年は、アパレルや問屋、商社などのブランドや事業の再編の影響、さらに市場の低価格志向の強まりなどもあり、国内メーカーへの発注が減少しており、受注確保に苦慮する企業もみられる。
一方で、従来外注先の確保が課題となっていた企業においては、新規受注先を開拓することで、一層の新規発注の獲得を進めている企業もみられた。
また、オリジナル商品事業に取り組む企業では、催事や店舗出展、web通販など販売の機会が増加してきており、業績を伸ばしている企業もみられた。また、コスト対応を進める企業においては、国内生産の短納期・安定品質などの優位性を活かして、堅実に受注を増加させており、生産能力の強化を進めている事例もあった。
一方で、設備の老朽化や従業員の高齢化が進んでいる編立業者や縫製事業者など専門加工業者においては、依然として廃業の動きも続いており、国内の生産能力の縮小傾向は続いている。
　設備投資は低迷

当面の受注量が減少しており、また将来の受注増加の見込みも立てにくいという企業が多くなっていることから、設備投資を実施している企業は限られている。
ただし、外注先の減少に対して、社内製造で対応しようとする企業や、無縫製設備の活用による生産体制の強化を図る企業においては、更新投資や増設投資など積極的に設備投資を進める例もみられ、近年の設備投資に関する補助制度も投資実施のひとつのきっかけとなっている。

収益、資金繰りは厳しい
　近年の発注ロットの小口化や受注総量の減少などから生産性向上への取組が難しい中で、市場の低価格志向の傾向は継続していることから、収益の厳しい企業が多かった。さらに、綿や羊毛、カシミヤなどの原材料の他、原油、配送コストなど、様々なコストが軒並み上昇しており、それらコスト上昇をいかに販売価格に反映していくかが、大きな課題となっている。
そのため、新たな原材料調達ルートの開拓や一層の業務効率の向上などによるコスト競争力の強化、自社ブランド事業への進出による高付加価値化など、収益体質の改善に取り組む事例もみられた。
　雇用環境はやや緩和
　近年、市場環境は依然として厳しい状況が続いているものの、定年退職者の補充による社内体制の維持向上のため、新規採用に取り組む企業が増えてきており、企業の採用意欲は増加している。また、製造事業者においては、オリジナル商品事業などによる企業の知名度向上効果などもあり、求職者が増加しているという話もあった。実際、業界組合の新規採用者向け研修においても、今年の参加者数が増えている。
一方で、近年国内全体として、企業の採用意欲が高まっているため、他業界企業との競争が厳しく、十分な採用が行いにくくなっており、内定者の辞退などがあるため、計画的な対応が難しいとの話も聞かれた。
輸入増加傾向に頭打ち
　ニット製品の輸入高を、メリヤス編み及びクロセ編み衣類の動向からみると、近年増加傾向が続いていたが、28年は減少に転じた。29年は再び増加したものの、増加幅は大きくはなく、やや頭打ち感がみられる。そのひとつの要因が、最大輸入相手国である中国のシェアの減少であり、29年で66.6％となっている（財務省貿易統計）。
　一方で、昨今、価格面だけでなく、生産事業者の減少などから、量的面や技術面で国内では対応力が低下していることから、海外生産中心の状況は変わっていない。
今後の見通し

　昨今、アパレルなどの発注量の減少傾向が続いているが、昨年は比較的市場が順調に推移したことから、流通在庫が減少していること、またカジュアル化の進展、天然素材への関心の高まりなどの要因があり、今後は国内事業者にとっては期待できるとの意見が聞かれた。しかし、一方で、低価格志向が強いことから、必ずしも国内生産への関心は高くはなく、さらに原価高への対応や労働者確保の問題もあり、今後は一層厳しくなるとの意見もあった。

国内市場では、ファッション関連商品への低価格志向や買い控え傾向も依然として強く、インバウンド需要への対応や、WEB通販への取組など、独自の販路構築、魅力的な商品の開発などの対応が企業業績の差となる状況が続いている。

（小野　顕弘）
※前回の調査時期は、平成24年１～３月期
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別順位

綿丸編ニット生地

7.3 7.7 ３位

その他の繊維製丸編ニット生地

4.8 5.0 ３位

横編ニット生地（半製品を含む）

23.1 23.0 ２位

ニット製上衣・コート類（ブレザー、ジャンパー等を含む）

11.3 14.0 ２位

ニット製幼児用外衣

－ 6.4 ２位

ニット製アウターシャツ類

1.3 12.2 ３位

ニット製成人男子・少年用セーター・カーディガン・ベスト類

11.3 13.7 ２位

ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類

20.9 16.3 ２位

ニット製スポーツ上衣

1.9 2.4 ５位

ニット製スポーツ用ズボン・スカート

0.9 3.0 ８位

ニット製肌着

3.2 6.0 ２位

ニット製ブリーフ・ショーツ類

3.0 3.5 ５位

ニット製寝着類

－ 24.0 １位

補正着

－ 0.4 10位

資料：経済産業省『経済センサス活動調査（品目編）』

（注）　従業者４人以上の事業所。

主な品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（平成27年）


	海外ニット製品の輸入金額の推移

	
	メリヤス編み及びクロセ編み衣料

	
	（百万円）
	前年比
	中国の構成比

	平成
	22年
	1,107,030 
	99.1%
	87.2%

	
	23
	1,212,205 
	109.5%
	85.2%

	
	24
	1,247,450 
	102.9%
	82.9%

	
	25
	1,530,214 
	122.7%
	80.3%

	
	26
	1,541,831 
	100.8%
	76.3%

	
	27
	1,611,489 
	104.5%
	72.7%

	
	28
	1,404,005 
	87.1%
	68.7%

	
	29
	1,436,596 
	102.3%
	66.6%

	資料：財務省貿易統計


業種別景気動向調査　平成30年（2018）年１～３月期
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